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獅子が見守る町内会

新旧が融合され修復が終わった神社本殿

竣工から65年経過した堀内橋

早期完成が待望される新堀内橋路面のポンチ絵

堀内橋架け替え事業の
　　 進捗状況について

質
問
　
県
で
公
表
し
て
い
る

新
堀
内
橋
は
、
総
事
業
費
３５

億
円
、
平
成
３０
年
度
か
ら
令

和
１２
年
度
の
事
業
予
定
で
、

橋
梁
の
詳
細
は
車
道
が
片
側

３
メ
ー
ト
ル
、
自
転
車
道
が

片
側
１
・
２
５
メ
ー
ト
ル
、

そ
の
他
片
側
に
２.５
メ
ー
ト
ル

幅
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
全

幅
で
１２
メ
ー
ト
ル
の
立
派
な

橋
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

先
の
説
明
会
は
根
渡
地
区
側

だ
け
の
説
明
で
事
業
全
体
の

姿
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
６５

年
経
過
し
た
堀
内
橋
に
再
び

異
常
が
出
な
い
の
か
、
大
雨

時
に
は
集
落
が
孤
立
す
る
等
、

不
安
材
料
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
新
し
い
橋
が
で
き
る

と
い
う
期
待
は
あ
る
も
の
の
、

現
橋
は
大
丈
夫
な
の
か
、
新

堀
内
橋
は
ど
う
い
う
姿
で
、

完
成
時
期
は
い
つ
な
の
か
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

住
民
に
詳
細
な
情
報
を
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
最
初
に
現
橋
の
安
全

性
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

点
検
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
を
県
か
ら
確
認
し
て
お

り
ま
す
。
道
路
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
５
年
に
１
回

の
点
検
で
橋
梁
全
体
の

安
全
性
を
確
認
す
る
こ

と
に
加
え
、
伸
縮
装
置

は
特
に
注
視
が
必
要
な

箇
所
と
位
置
づ
け
、
１

年
に
１
回
の
点
検
を
実

施
し
ま
す
。
更
に
週
２

回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

巡
視
を
行
い
、
異
常
・

変
状
に
つ
い
て
注
視
し
、

通
行
の
安
全
性
を
確
認

し
て
ま
す
。

　
新
堀
内
橋
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
ま
で
で
、
測
量

・
地
質
調
査
、
道
路
の

線
計
等
を
決
定
す
る
予

備
設
計
、
予
備
設
計
に

基
づ
く
詳
細
設
計
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度

は
用
地
測
量
・
物
件
調
査
、

用
地
買
収
・
物
件
補
償
、
堀

内
側
の
道
路
修
正
設
計
が
実

施
・
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
用
地
買
収
・
物
件

補
償
、
道
路
改
良
工
事
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域

住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

堀
内
側
に
つ
い
て
は
、
県
道

大
石
田
畑
線
と
の
交
差
や
勾

配
の
取
り
方
で
設
計
の
修
正

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、県
で
は
修

正
設
計
が
固
ま
り
次
第
説
明

会
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後

は
事
業
の
節
目
節
目
で
地
域

住
民
へ
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

質
問
　
道
路
設
計
で
道
路
が

住
宅
に
掛
か
る
場
合
の
移
転

先
の
整
備
計
画
は
。

町
長
　
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
に
は
、
従
来
通
り

堀
内
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
移
転
先
と
し
て
、
旧
堀
内

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
半
分
程

度
を
宅
地
造
成
に
す
る
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、

橋
の
架
け
替
え
事
業
計
画
に

合
わ
せ
て
、
町
と
し
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今後は､節目節目で地域住民に説明する
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質
問
　
舟
形
八
幡
神
社
本
殿

は
、
紫
山
の
名
工
、
松
本
栄

作
氏
の
請
負
で
明
治
２９
年
９

月
１５
日
に
総
ケ
ヤ
キ
造
り
で

新
築
さ
れ
た
と
、
教
育
委
員

会
発
行
の
「
舟
形
町
の
文
化

遺
産
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
代
社
会
は
と
か
く
新

し
い
物
や
考
え
方
に
溢
れ
、

古
い
価
値
あ
る
も
の
を
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
町
に
お

い
て
も
明
治
建
築
を
現
在
に

伝
え
る
物
件
は
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
町
指
定
文
化

財
に
指
定
出
来
る
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
を
開
始
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
第
七

次
総
合
発
展
計
画
の
「
文
化

財
の
保
存
と
伝
承
」
に
あ
る

よ
う
な
、
文
化
財
保
護
委
員

の
育
成
や
住
民
が
学
ぶ
機
会

の
場
と
し
て
も
有
効
な
場
所

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
教

育
長
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
質
問
し
ま
す
。

教
育
長
　
平
成
３０
年
の
大
雨

に
よ
る
被
災
に
対
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
こ
の
度
の
修
復
再

建
に
、
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を

さ
れ
、
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

舟
形
八
幡
神
社
は
、
新
庄
最

上
神
社
誌
に
よ
れ
ば
、
慶
応

３
年（
１
８
６
７
年
）の
舟
形

大
火
に
よ
り
、
神
社
を
は
じ

め
寺
や
民
家
が
焼
失
し
、
そ

の
後
明
治
２９
年
に
舟
形
八
幡

神
社
が
新
築
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
。
再
建
さ
れ
た
舟
形
八

幡
神
社
の
建
築
工
法
や
内
外

の
彫
刻
も
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
指
定
文
化
財
の
指
定
に

係
る
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず

所
有
者
か
ら
の
文
化
財
指
定

申
請
後
に
、
教
育
委
員
会
か

ら
文
化
財
保
護
委
員
会
へ
諮

問
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
保

護
委
員
会
は
必
要
な
調
査
研

究
を
行
い
、
教
育
委
員
会
へ

答
申
い
た
し
ま
す
。
教
育
委

員
会
は
答
申
を
受
け
て
指
定

し
、
所
有
者
へ
通
知
す
る
流

れ
と
な
り
ま
す
。
調
査
に
つ

い
て
は
、
舟
形
町
に
は
専
門

分
野
の
技
師
が
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
県
の
文
化
振
興
・
文

化
財
活
用
課
の
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
客
観
的
に
文

化
的
評
価
の
で
き
る
専
門
家

と
し
て
、
県
の
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
や
大
学
教
授
へ

調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
調
査
研
究
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
の
意
向
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
確
認

を
取
り
な
が
ら
、
今
後
も
、

限
り
あ
る
貴
重
な
文
化
財
の

保
存
と
伝
承
そ
し
て
活
用
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

所
有
者
の
意
向
踏
ま
え
客
観
的
な
文
化
的
評
価
を
調
査

舟
形
八
幡
神
社
本
殿
の
建
築
物
を
町
指
定
文
化
財
に
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